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平成 25 年度の活動報告 

１. 魅力ルートの環境づくり事業 

 

１）「どこからでも富士山がみえる」in 宇津ノ谷峠整備事業 

－2峠 6宿のどこからでも富士山を見える環境を整えた後の草刈りと「富士山といえば桜」とい

う意見もあり、伐採した跡地に桜を植える事業を行った。 

 ※(財)セブンイレブン記念財団助成 

 

■草刈・桜植栽等の実施状況 

①4 月 26 日(金)：宇津ノ谷自治会・宇津ノ谷まちづくり協議会 

－昨年度活動のお礼と今年度活動の相談 

②5 月 21 日(火)：丸子まちづくり協議会調整 

③6 月 2 日(日)：宇津ノ谷自治会・宇津ノ谷まちづくり協議会 

－伐採場所の草刈りの実施 

④11 月 10 日(日)：宇津ノ谷自治会・宇津ノ谷まちづくり協議会・丸子まちづくり協議会 

－伐採内容等の調整 

⑤1 月中旬：宇津ノ谷まちづくり協議会 

－事前の草刈り 

⑥1 月 19 日(日) ：宇津ノ谷自治会・宇津ノ谷まちづくり協議会・丸子まちづくり協議会 

－桜の植樹                         ＜参加募集チラシ＞ 

＜知ってね 2 峠 6 宿通信参照＞ 

 

■土地所有者の方との調整 

①7 月 31 日(水)：藤枝市中谷 

②11 月 15 日(火)：藤枝市中谷 

③1 月 16 日(木)：藤枝市中谷 
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２. 東海道 2峠 6宿情報発信と連携事業 

１）フォトコンテストの実施 

東海道 2峠 6宿のＰＲとそれぞれの宿場の写真データーを得ることを目的にフォトコンテストを

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■募集期間 

－平成 24 年 11 月～平成 25 年 5 月 31 日 

■入賞 

－最優秀賞 1 点(3 万) 

－優秀賞  16 点(5 千円) 

－入選   8 点（賞品） 

賞名 宿場・峠 受賞者 備考 

最優秀賞 由比宿 飯田 忠雄  

優秀賞 

16 点 

蒲原宿 薄井 溢夫 村上 雅巳  

由比宿 大塚 美代子 村上 雅巳  

薩埵峠 望月 信明 村上 雅巳  

興津宿 飯田 忠雄 伊吹 重雄  

江尻宿 滝井 千恵子 望月 信明  

府中宿 伴野 茂 吉川 正宏  

丸子宿 綾木 恵子 村上 雅巳  

宇津ノ谷峠 望月 政子 村上 雅巳  

入選 

8 点 

蒲原宿 綾木 恵子(2 点)  

薩埵峠 飯田 忠雄  

江尻宿 村上 雅巳  

府中宿 小柳津 友次※  

丸子宿 川口 朝司 山崎 俊泰※  

宇津ノ谷峠 横田川 祐一※  
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(1)審査会 

■日時：平成 25 年 6 月 18 日(火)午後 1 時 30 分～ 

■場所：静岡市女性会館 研修室 

 

＜審査員 五十音敬称略＞ 

氏名 所属 備考 

柴山 健一 日本写真協会会員、全日本写真連盟関東本部委員二科会写真部支

部委員 

 

田中 豊稲 静岡市美術館 館長  

田中 雄基 静岡市経済局商工部 観光･シティプロモーション課   

田中 孝治 静岡二峠六宿街道観光協議会 会長  

平野 雅彦 静岡大学人分社会学部客員教授 静岡県広報アドバイザー  

 

■応募作品数は 216点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿場名 応募作品数 

蒲原宿 22 10.2％ 

由比宿 23 10.6％ 

薩埵峠 36 16.7％ 

興津宿 13 6.0％ 

江尻宿 18 8.3％ 

府中宿 20 9.3％ 

丸子宿 31 14.4％ 

宇津ノ谷峠 50 23.1％ 

その他 3 1.4％ 

計 216 

応募者数は 47 人(100％)です。静岡市内

27 人(57.4％)、市外は 13 人(27.7％)、

県外 7 人(14.9％)です。 
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＜柴山審査員からの講評＞ 

写真家である柴山健一審査員より最優秀賞と優秀賞の作品について講評をいただきました。 

 

全体講評 

 

作画意図が明確な作品が多くある中で、一部に記念写真風の写真やイベント頼りの写

真が見られました。技術的には申し分ありませんので、どこで何をとりたかったのか

が大切だと感じました。 

最優秀賞 

 

勇壮な祭のクライマックスを巧みな露出設定とフレーミングで見事に捕らえていま

す。長い経験を活かし、作画意図が明確に伝わってきます。 

優

秀

賞 

16

点 

 

蒲 原

宿 

●２作品とも歴史のある建造物を効果的に取り入れ、人物を配することで静と動のあ

る画面に仕上がりました。 

由

比

宿 

 ●のどかな宿場風景が巧みな構図で捉えられ、少女とカップルの明るい声が聞こえて

くるような作品です。 

●被写体に至近距離まで迫った描写力はすばらしいです。正月の和やかな光景です 

薩

埵

峠 

 ●花桃の枝が富士山に向かって天女のように踊っているように見えます。眼下には高

速道路と JR が走り、すてきな光景が展開され、心の和む作品です。 

●足取りも元気に園児が峠を歩いています。富士山と青い海に目をまるくして見つめ

ているのでしょう。可愛い歓声が聞こえるようです。 

興

津

宿 

 ●木蓮の花の白と赤い傘の組み合わせが雨の日の情感を演出し、ひんやりとした春の

空気感がただよいます。 

●写真としては難しいモチーフを巧みにとらえ、縦位置画面で奥行き間のある作品に

仕上げています。 

江

尻

宿 

 ●夏の空気感がただよって素敵な光景です。人物の扱いも巧みで色の再現もすばらし

い仕上がりです。 

●爽快感のある作品です。カモメの姿もシャープに捉えられて力感あふれる絵となっ

ています。 

府

中

宿 

 ●動きのすばらしい踊り手を画面いっぱいに入れてインパクトのある作品です。顔は

シャープに、手足がブレていることで躍動感がみなぎっています。 

●笑いと歓声がいっぱいの節分会の様子が心地よく伝わってきます。お坊さんの横顔

も素敵です。 

丸

子

宿 

 ●祭の少女が印象強く捉えられました。自然な表情も好感が持てます。 

丸-29 浮世絵のひょうたんと格子戸の民家の組み合わせが新鮮です、厳しい光の条

件の中でものの見事に作品にしています。 

宇

津

ノ

谷

峠 

 ●小春日でしょうか、石畳の道をまったりと散歩するファミリーの姿に幸せな家庭を

垣間見る思いがします。 

●お盆の迎え火を囲んで線香花火に興じています。陽がとっぷり暮れて涼しい風が通

り過ぎていきます。 
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(2)表彰式と写真展 

  

■日時：10 月 19 日(土)午後１時３０分～ 

■場所：静岡市東海道広重美術館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)写真展 

■日時：10 月 19 日(土)～３０日まで 

■場所：東海道由比宿交流館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①10 月９日(水)  

表彰式、写真展現場打合せ 

②10 月 18 日(金)  

－会場設営 

－フォトコンテスト設営 
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２）撮りにおいでよ IN 宇津ノ谷イベントの実施 

「宇津ノ谷」をメジャーにしていくため、カメラ好きの人を対象としたイベント。撮った写真を

それぞれのブログやＳＮＳ等にて発信してもらうことを目指した。 

■実施日：平成 25 年 11 月 16 日(日)午前 10 時～14 時) 

■場所 ：宇津ノ谷集落・明治トンネル 

－雨天中止とうたっていたなか、当日は始まると少し前から雨が降ってきたため、明治トンネル

に場所を移して実施した。 

－雨天の場合、明治トンネル内にて実施できることが分かった。今後は「雨天中止」と表記しな

いこととする。 

＜実施状況＞ 

①10 月 16 日(水)：調整・地元打合せ 

②9 月 12 日(木)：静岡市文化財課調整 

         藤枝市街道文化課調整 

③11 月 6 日（水）本部清掃・地元調整 

④11 月 10 日(日)：実施 

 

３）「しってね 2 峠 6 宿通信」の発行 

宇津ノ谷峠の草刈りや桜の植樹、「撮りにおいでよ・・」等のイベントの実施などのＰＲのため

に通信を 8月、3月の 2回発行し、丸子自治会に全戸配布した。 

①6 月 4 日：丸子まちづくり協議会 

－通信発行についての説明・調整 

 

４）ふじえだ「環境・自然展」2014 の参加 

環境自然等を大切に守っているグループの発表の場となるふじえだ「環境・自然展」のポスター

を出典した。 

■日時：平成 26 年 2 月 16 日(日)～2 月 28 日(金) 

■場所：藤枝市文化センター 

■日時：平成 26 年 3 月１日(土)～３月１４日(金) 

■場所：藤枝市市役所 

 

５）日本風景大学への参加 

宮崎県に次いで 2 回目の開催地が静岡県で行われ

た。参加者は約 180 名、2 峠 6 宿は第 1 テーマ「人

材発掘と育成、思いの継承」に資料提供者として参

加した。また現地視察では宇津ノ谷集落・明治トン

ネルを視察した。(参加者全国から約 30人) 

その後、道 21 世紀新聞(道の駅等に配布される新

聞)に掲載された。 

■日時：平成 26 年 2 月 14 日(金)～15 日(土)   

■場所：静岡県庁・常葉大学・宇津ノ谷集落 


